
Version２大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン

大崎駅西口地区まちづくり協議会

2017.3

OSAKI-WEST
2017.3.31第11回協議会

別添資料２



目  次

はじ め に ·········································································· 1

Ⅰ デ ザイ ン ガイ ド ライ ン 策定 の 背 景と 位 置付 け ······················ 2
（１ ） 大崎 駅 周辺 地 域の 概 要 ················································ 2
（２ ） 大崎 駅 西口 地 区の ま ちづ く り の経 緯 ······························· 2
（３ ） 開発 整 備の 状 況 ························································· 3
（４ ） 本デ ザ イン ガ イド ラ イン の 位 置づ け ······························· 4
（５ ） 本デ ザ イン ガ イド ラ イン の 構 成 ····································· 4

Ⅱ デ ザイ ン 憲章 ······························································· 5
（１ ） 都市 デ ザイ ン の基 本 理念 ············································· 5
（２ ） 地区 の 景観 形 成に 重 要と な る 事項 ·································· 5
（３ ） デザ イ ンガ イ ドラ イ ン運 用 の 考え 方 ······························· 5

Ⅲ 空 間イ メ ージ ······························································· 6
（１ ） 空間 機 能の ゾ ーニ ン グ ················································ 6
（２ ） 地区 の 骨格 と なる 環 境軸 ············································· 7
（３ ） 開発 を 支え る 道路 網 ··················································· 8
（４ ） 歩行 者 ネッ ト ワー ク ··················································· 9
（５ ） 開発 イ メー ジ ·························································· 10

Ⅳ 景 観形 成 のポ イ ント と 景観 コ ー ド ··································· 11
（１ ） 景観 形 成の ポ イン ト ················································· 11
（２ ） 建物 の デザ イ ン イ メ ージ ··········································· 12
（３ ） 街並 み 形成 イ メー ジ ················································· 13
（４ ） 緑の 環 境軸 形 成イ メ ージ ··········································· 14
（５ ） 街路 ・ 広場 空 間形 成 イメ ー ジ ······································ 15
（６ ） 歩行 者 ネッ ト ワー ク 形成 イ メ ージ ································ 22
（７ ） 周辺 市 街地 と の調 和 ················································· 25
（８ ） 統一 感 があ り 判り 易 いサ イ ン 計画 ································ 26
（９ ） 安全 ・ 安心 ま ちづ く りへ の 対 応 ··································· 31

Ⅴ デ ザイ ン ガイ ド ライ ン の運 用 ········································· 33

おわ り に ········································································ 36



大崎駅西口地区計画区域

大崎西口駅前地区

大崎西口駅前地区

大崎駅

大崎三丁目地区
市街地再開発準備組合

Ｅ西地区内
未整備敷地

Ｅ東地区（ThinkPark）

観音寺

大崎三丁目地区
市街地再開発準備組合

観音寺

はじめに

大崎駅西口地区地区計画（平成14年9月都市計画決定）において「個

性的かつ魅力的な都市空間を創出するため、デザインガイドラインを策

定し、スカイラインの形成や空間の連続性など調和のとれた一体的なま

ちづくりを推進する」と定められました。

これに伴い、当協議会では、平成14年8月にガイドラインの素案を作

成、協議会における関係者間での調整や検討ならびに関係機関との協議

等を経て、当該地区計画に基づく最初の開発事業であるE東地区

（ThinkPark）の事業化にあわせ、平成17年3月に本デザインガイドラ

インをとりまとめ、以降、改定を重ねて現在に至っています。

一方、これまでの地区計画の対象区域であり、本協議会の活動対象と

してきた西口地区（約9.1ha）に隣接する市街地においてもまちづくり

の機運が高まり、大崎三丁目地区市街地再開発準備組合（平成19年）や

大崎西口駅前地区市街地再開発準備組合（平成26年）が設立され、各々

関係者による調整や検討が進められています。 

とくに大崎三丁目地区（約0.6ha）については、市街地再開発事業に

よる事業化を目指した都市計画手続きに向けての検討が具体化し、平成

28年4月からは当協議会にも参加して西口地区として一体的なまちづく

りの推進に向けた調整や協議を行う段階へと進んできています。

また、大崎三丁目地区の事業化にあわせ、未整備のＥ西地区との適切

な都市機能分担を図ることにより両地区の整備が促進できるよう都市計

画やデザインガイドラインの見直しを行う必要も生じてきました。

このような状況から本ガイドラインについても対象とする区域を拡大

して必要な事項の追加や変更等を行い、改定後のガイドラインをVer.2と

してとりまとめるに至りました。 

なお、大崎西口駅前地区（約1.1ha）には、既にマンションや事務所

ビルなどにより一定の高度利用がなされていること、関係権利者が多数

にのぼることなど再開発の事業化には様々な課題があります。現在、準

備組合を中心に鋭意検討が進められていますが、残念ながら具体的な開

発計画について調整を行う段階には至っていません。そこで、本ガイド

ラインでは、同地区について、上位計画による構想・計画等を踏まえた

大崎駅西口地区全体として共有できるまちづくりの方向性について記載

するに留め、同地区の当協議会への参画を待って、具体的な協議や調整

を行ったうえで詳細に記載することとしました。

平成29年3月　大崎駅西口地区まちづくり協議会 
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（１）大崎駅周辺地域の概要

東海道と中原街道の中間に位置し、古来は徳川歴代将軍の鷹狩場として

周辺のいくつかの地名にはその由来を残しています｡

明治に入り、近代ガラス製造の始まりや鉄道の開通（明治34年大崎駅

設置）があり、また、目黒川の水利もあることから大正以降、大崎駅の周

辺には多くの工場が新設され京浜工業地帯の一翼を担ってきました｡

その後、工場は郊外などに移転しましたが、研究開発機能を中心として

ものづくり産業の資産を残す街となりました。また、工場跡地などを中心

とした再開発が進み、品川駅周辺と共に東京城南の新たな拠点として注目

されています。

Ⅰ　デザインガイドライン策定の背景と位置付け

品川白煉瓦工場

品川駅

大崎駅

大崎駅西口地区

五反田駅

品川硝子製造所（現在は明治村に移設）

地区計画によるまちづくりを目指す西口地区（平成14年）

（２）大崎駅西口地区のまちづくりの経緯

■再開発前史
歴史的工業の街として発展してきた大崎にも工場移転による土地利用転換の動き

明治  ５(1872)年   品川・横浜間に鉄道が開通
明治  ６(1873)年    北品川宿東海寺境内に洋式ガラス工場の興業社（後の品川硝       
  子製造所）が創業
明治34(1901)年    大崎村居木橋地内に大崎駅が開業
明治45(1912)年    明電舎が京橋明石町より大崎村居木橋地内に工場を移転
大正  4(1915)年    鉄道院が大井工場を建設
昭和21(1946)年    東京通信工業（現ソニー）が日本橋に設立、翌年品川に移転
昭和39(1964)年    ソニーが旧園池製作所本社工場跡地に大崎工場を設立（後に 
                            大崎西テクノロジーセンター　現NBF大崎ビル）
昭和52(1977)年　  明電舎が大崎工場を移転

■副都心まちづくり初動期

土地利用転換を契機に副都心としての育成整備を目指す

昭和53(1978)年　　品川区長期基本計画策定　大崎の再開発を推進
昭和57(1982)年 　 東京都長期計画策定　大崎を副都心の１つに位置づけ
昭和62(1987)年 　 大崎駅東口第１地区竣工（大崎ニューシティ）
平成 元(1988)年 　 ＮＯＷ研究会発足（明電舎・ソニー）
平成 ６(1993)年 　 副都心育成・整備指針策定（東京都）
  大崎駅西口地区のまちづくり策定（品川区）
平成  9(1996)年 　 副都心整備計画策定（東京都）
平成11(1998)年 　 都市・居住環境整備重点地域指定（国）
  大崎駅西口地区まちづくり協議会設立

■再開発事業を中心としたまちづくり加速期
広域交通網の整備、緊急整備地域の指定等もあいまって計画レベルの開発計画が次

々に事業化されまちづくりが加速

平成14(2002)年　　都市再生緊急整備地域指定（国）
  大崎駅西口地区再開発地区計画等都市計画決定（都）
  りんかい線大崎駅開業、ＪＲ埼京線との相互乗り入れ開始
平成15(2003)年　  大崎駅周辺地域まちづくり連絡会設立
平成16(2004)年　  大崎駅周辺地域都市再生ビジョン策定（まちづくり連絡会）

■さらなる再開発・エリアマネジメント推進期
大規模プロジェクトや主要な都市基盤整備がおおむね完了

さらなる開発整備とともに地域関係者によるエリアマネジメントの推進

平成19(2007)年　  Ｅ東地区（ThinkPark）竣工
  有限責任中間法人（現一般社団法人）大崎エリアマネージメ 
  ント設立（西口関係者）
  大崎三丁目地区市街地再開発準備組合設立
平成25(2013)年 　  品川区まちづくりマスタープラン策定
平成26(2014)年　  国家戦略特区指定（国）
  大崎駅周辺まち運営協議会設立・まち運営プラン策定
  大崎西口駅地区市街地再開発準備組合設立
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

大崎駅西口Ｅ東地区都市再生事業
 H16.1月 都市計画決定/地区整備計画変更
　　　　 ・都市再生特別地区指定
 H19.8月 竣工(ThinkPark)

大崎駅西口地区（9.1ha)
 H14.9月都市計画決定/地区計画

大崎駅西口Ｅ南地区開発事業
 H17.6月 都市計画決定/地区整備計画変更
 H19.8月 Ｎ敷地竣工(ダイワロイネットホテル東京大崎)
 H20.2月 Ｓ敷地竣工(ウェストレジデンス大崎)

大崎駅西口Ｃ地区開発事業
 H20.10月 都市計画決定/地区整備計画変更
 H23.3月 竣工（ソニーシティ大崎　現NBF大崎ビル）

大崎駅西口中地区第一種市街地再開発事業
 H14.9月 都市計画決定/地区整備計画・市街地
　　　　 再開発事業
 H17.3月 都市計画変更/地区整備計画変更・市
         街地再開発事業変更・都市再生特別
         地区指定
 H21.9月 竣工（大崎ウエストシティタワーズ）

大崎駅西口南地区第一種市街地再開発事業
 H19.8月 都市計画決定/地区整備計画追加・市
         街地再開発事業
 H26.1月 竣工（大崎ウィズシティ）

地区幹線４号(Ａ地区)
●事業主体：大崎駅西口中地区市街地再開発組合
●供用開始：H22.5月

地区幹線４号(Ｂ地区)暫定整備
●事業主体：大崎駅西口中地区市街地再開発組合
●供用開始：H22.5月

地区幹線４号(Ｅ東・Ｅ南・Ｅ西)
●事業主体：品川区(UR委託)
●供用開始：H19.10月

公園１号(ひふみ公園)
●事業主体：明電舎（自費工事）
●供用開始：H22.2月

地区幹線１号(Ｅ西)
●事業主体：明電舎（自費工事）
●供用開始：H23.3月

地区幹線２号
●事業主体：品川区(UR委託)
●供用開始：H19.10月

地区幹線２号(Ａ地区)
●事業主体：大崎駅西口中地区市街地再開発組合
●供用開始：H21.10月

補助163号線整備事業(街路事業)
●事業主体：品川区
●供用開始：S62.12月,H6.9月

補助163号線整備事業
　　　　(街路事業)
●事業主体：品川区
●供用開始：H6.9月

大崎駅東西自由通路(夢さん橋)
●事業主体：品川区(JR東日本委託)
●供用開始：①環６上空～南改札 H14.12月
            ②南改札～補163 H15.12月

大崎駅西口交通広場(Ｅ東地区)
●事業主体：品川区(ＵＲ委託)
●供用開始：H19.10月

大崎駅西口交通広場(Ｃ地区)
●事業主体：品川区
●供用開始：①嵩上げ部(UR委託) H23.3月　
            ②嵩上げ部下道路　H23.3月
　　　　　　③その他道路 H27.3月

大崎駅西口交通広場(バスターミナル)
●事業主体：品川区
●供用開始：H27.12月

大崎駅南地区関連歩行者デッキ
●事業主体：品川区(UR委託)
●供用開始：H24.7月

百反歩道橋架替
●事業主体：品川区(JR東日本委託)
●供用開始：H26.8月

百反ずい道付近道路整備事業
●事業主体：品川区
●H25～27年度 用地取得・歩道整備

大崎駅西口駐輪場(交通広場地下)
●事業主体：品川区(ＵＲ委託)
●供用開始：H19.11月

地区幹線３号(Ｃ・Ｄ地区)
●事業主体：大崎駅西口南地区市街地再開発組合
●供用開始：H26.12月

大崎西口公園
●事業主体：大崎駅西口南地区市街地再開発組合
●供用開始：H26.10月

地区幹線３号(Ａ地区)
●事業主体：大崎駅西口中地区市街地再開発組合
●供用開始：H21.10月

地区幹線１号(Ｅ東地区)

開発事業

凡例

整備済地区 未整備地区

主な公共施設整備
整備済道路等 未整備道路 整備済公園等

  都市再生総合整備事業(UR:都市再生機構)　 地区計画以前の事業

Ⅰ　デザインガイドライン策定の背景と位置付け

（３）開発整備の状況

0 50 100 150 200m
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Ⅰ　デザインガイドライン策定の背景と位置付け

（４）本デザインガイドラインの位置づけ

（５）本デザインガイドラインの構成

●本デザインガイドラインは、平成14年9月に都市計画決定告示さ

れた「大崎駅西口地区地区計画」において、その策定が定められ

たデザインガイドラインです。

東京都市計画大崎駅西口地区地区計画（抜粋）
区域の整備、開発及び保全に関する方針
建築物等の整備の方針
⑤ 個性的かつ魅力的な都市空間を創出するため、デザインガイド
ラインを策定し、スカイラインの形成や空間の連続性など調和の
とれた一体的なまちづくりを推進する。

●本デザインガイドラインは、平成16年10月に

大崎駅周辺地域まちづくり連絡会がとりまとめ

た「大崎駅周辺地域都市再生ビジョン」の【戦

略３】に対応し、その基本理念等は都市再生緊

急整備地域全体で共有しているものです。

●本デザインガイドラインは、平成26年7月に

大崎駅周辺地域内まちづくり組織を再編統合

して設立された大崎駅周辺まち運営協議会が

とりまとめた「まち運営プラン」で、地域全

体で協調し、個性的な都市景観をつくるため

のルールとして位置づけられています。

① デザイン憲章の制定

私達は、土地建物といった資産の価値を維持・向上させてい

くには、地区全体の魅力の向上が必要であるという共通認識の

基で、隣接する地区や周辺の既成市街地と調和した景観形成を

図るため、基本的な考え方を「デザイン憲章」として確認しま

した。

② 空間イメージの共有

開発時期の異なる複数の地区が隣接する地区と協調した開発

を進めていくには、各地区が西口地区全体の将来の空間イメー

ジを共有することが重要です。

③ 景観形成のポイントと景観コードの確認

具体的な開発計画を検討する上で、西口地区の景観形成上で

重要となるポイントを確認し、緑や表層材などのアイテム毎の

イメージを共有します。

④ 景観計画書の提出

各地区は、デザイン憲章の精神に則り、共有した「空間イメ

ージ」や「景観コード」に基づき「景観形成のポイント」に対

応した【景観計画書】を協議会に提示し、関係者と情報交換し

ながら具体的な開発計画を立案します。

大崎駅西口地区は、計画熟度が異なる複数の隣接する地区により構成

されています。このような地区では、事前確定的で詳細に亘るガイドラ

インを策定することが難しく、関係者の合意を形成する上でも有効な手

法ではありません。

このような地区の特性を踏まえ、以下に示すような手順に従い、協議

型のプロセスによりデザインガイドラインを順次、更新構築していくこ

ととしました。各地区の具体的な開発計画の立案により、景観コード等

の詳細な事項や内容が順次追加されていくことになります。

 大崎駅周辺地域　都市再生ビジョン
Oosaki urban renaissance vision

－人と企業の新しい流れ・東京のものづくり産業をリードする街を目指して－

基本理念基本理念

大崎駅西口地区デザイン
ガイドライン

大崎駅西口地区デザイン
ガイドライン

東五反田アーバンデザイン
ガイドライン

東五反田アーバンデザイン
ガイドライン

地域の付加価値を高める

都市景観の創出・街並みの形成

地域の付加価値を高める

都市景観の創出・街並みの形成

通り通り 目黒川目黒川 駅前の顔駅前の顔
都市
景観
都市
景観

ゾーン別将来市街地像実現のための重要事項ゾーン別将来市街地像実現のための重要事項

□景観形成の取り組み
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私達は、大崎駅西口地区の各地区が協力、協調して西口地区全体とし

て良好な都市景観および都市環境を形成することが、西口地区の魅力を維

持・向上させるために必要であるという共通認識に立ち、「デザイン憲

章」として確認しました。

（１）都市デザインの基本理念

●各地区が協力、協調し「歩きたい」、「住みたい」、「働きたい」ま

ちづくりを推進します。

●各地区では敷地内だけでなく地域全体の景観形成に配慮した開発

計画を検討します。

●各地区が協調して歩いて楽しい豊かな外部空間を創り、地域全体

としての付加価値を高めるように努めます。

●大崎駅周辺まち運営協議会や大崎駅西口地区まちづくり協議会等を

活用して地域全体としての良好な景観やデザインについて充分に

「情報交換」を行います。

（２）地区の景観形成に重要となる事項

西口地区は、山手線の駅前において、まとまった土地利用転換が

進む地区であること、その周辺には住宅を中心とした高密度な既成

市街地が拡がっている地区であることが大きな特色となっています。

西口地区では、周辺市街地との共有資産である百反通り、寺社や

小学校、図書館等のまとまった緑と連携した景観形成を重視します。

また、新たに整備される交通広場を中心とした駅前の顔づくりや

遠景から大崎地区であることを認識できるような景観形成を重視しま

す。更に、安全・安心まちづくりに十分配慮した施設整備を行いま

す。

① 地域の資産を活用したまちづくり

●街路樹が連続した豊かな街路空間を形成している百反通りを地区

の環境資産として活用した景観形成を図ります。

●居木神社、観音寺など地域の歴史的な資産を活用した景観形成を

図ります。

②「大崎の森」の形成

●西口地区の後背市街地からみると豊かな緑の中に超高層オフィス

や住宅等が佇んでいる「大崎の森」構想を西口地区全体のテーマ

とした景観形成を図ります。

③ 駅前の顔づくり

●大崎駅の東西の賑わいの連続性を意識し、西口地区では、新たに

整備される交通広場を中心として副都心の玄関口に相応しい良好

な景観形成を図ります。

④ 地域の視認性を高める都市景観の形成

●西口地区に建設されることが予定されている超高層建築群は、相

互の関連性を意識したデザインが施され、大崎駅西口地区や大崎

駅周辺地域のイメージアップに寄与するような景観形成を図りま

す。

（３）デザインガイドライン運用の考え方

●西口地区の都市景観は、関係地区で共有する資産であるという共

通認識の基，各地区は具体的なデザインを検討する過程におい

て、まちづくり協議会等を活用した「情報交換」を積極的に行い

意思決定します。

●各地区による具体的なデザインの提案は、道路の歩道や隣接する

地区のデザインなどを含めたものであることが有効な「情報交

換」を行うために必要です。

Ⅱ　デザイン憲章
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ビジネスゾーン

アーバンライフゾーン

エントランスゾーン

Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

（１）空間機能のゾーニング

① エントランスゾーン

●交通広場を中心としたエントランスゾーンは、
地区内の就業者や居住者と来街者や東口地区
の就業者等が交流する“まちの表玄関”とな
ります。

●デッキレベルには、東口（ゲートシティ）の
人工地盤や東西連絡デッキと調和した人工的
な空間が形成され、街路樹や西口公園、大崎
の森など地表部にある緑の空間を眺めながら
快適に移動できます。

② ビジネスゾーン

●地区の中央には、先端産業の中核的な超高層
オフィスが集積するビジネスゾーンが形成さ
れています。

●ビジネスゾーンの低層部には、賑わい施設や
オフィスサポート施設が集積し、ビジネスの
アクティビィティが感じられる空間が形成さ
れています。

●各地区の超高層オフィスは、協調して業務拠
点としての副都心に相応しい空間を形成して
います。

③ アーバンライフゾーン

●地区の外周部には、多様な居住ニーズを満た
す都市型住宅と生活サポート施設やオフィス
サポート施設、静かな研究施設などが複合す
るアーバンライフゾーンが形成されています。

●アーバンライフゾーンでは、温かく素材感が
あり、自然が感じられる都市空間が形成され
ています 。

●●アーバンライフゾーンの外縁部では、道路・
公園などオープンスペースの配置や周辺市街
地と調和する建物配置などにより後背市街地
に配慮した空間が形成されています。

Ⅲ　空間イメージ
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まちの緑

センターグリーン

やまの緑

Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

センターグリーン

まちの緑

やまの緑

（２）地区の骨格となる環境軸

① まちの緑

●五反田～大崎～大井町を連絡する駅前の補
助163号線沿いに「まちの緑」が軸状に形
成されています。

●「まちの緑」は、デッキ上から大崎西口地
区に来訪したことを感じさせる環境軸とな
ります。

② センターグリーン

●大崎駅からデッキでE東地区の超高層オフ
ィスを貫通すると超高層オフィスの西側に
軸状に連なる「センターグリーン」が形成
されています。

●「センターグリーン」は、A地区、C地区、
E地区、F地区の敷地内の通路や空地の緑化
をはじめ、建物の低層部と一体的な空間と
して人工地盤上の緑化や屋上緑化、壁面緑
化などの多様な緑化手法によりオフィスワ
ーカーや居住者等の憩いの環境軸を形成し
ます。

③ やまの緑

●密集市街地と隣接する地区の西側には、周
辺の鎮守の森、小学校、公園、図書館等と
連携する「やまの緑」が軸状に形成されて
います。

●「やまの緑」は、地表面を中心とした緑溢
れる空間により周辺の人々をやさしく迎え
入れるよう地域に開かれた環境軸を形成し
ます。

Ⅲ　空間イメージ
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百反通りから
国道１号へ

補助１６３号線
大井町方面へ

環状６号線に接続

補
助
１
６
３
号
線

地区計画区域

開発交通の動線

Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

（３）開発を支える道路網の整備

① 交通広場

●バス・タクシーと鉄道とを連絡する交通結
節点として、明電舎地区およびソニー地区
内の補助163号線沿いに、交通広場を整備
します。

●交通広場には、駅東西連絡デッキに直結す
る安全で快適な歩行者デッキを設けます。

② 地区幹線

●大崎駅西口地区の開発による自動車交通を
円滑に処理するために地区幹線を整備しま
す。

●地区幹線は、補助１６３号線（整備済）や
百反通り（拡幅整備）とネットワークを形
成し、開発街区の規模や段階的な開発整備
等に考慮し、概ね地区の外周と中央に配置
し、開発にあわせて整備します。

③ 区画道路・歩行者通路

●開発街区規模や段階的な開発整備等に応じ、
地区幹線による開発交通処理の補完や歩行
者空間のネットワーク形成等のために必要
がある場合には、区画道路や歩行者通路を
配置します。

④ 歩道状空地

●補助１６３号線および地区幹線の開発街区
側の沿道には歩道状空地を整備し、道路の
歩道と連続した快適かつゆとりのある歩行
者空間を形成します。

●区画道路の沿道には、壁面後退線を指定し、
地区の特性に応じた空間整備を行います。

Ⅲ　空間イメージ
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

（４）歩行者ネットワーク

① 大崎駅と開発地区や周辺市街地をフラッ
トに連絡するデッキネットワーク

●大崎駅を谷底としたすり鉢状の地形を活用
し周辺地区と大崎駅をフラットに連絡する
デッキネットワークが形成されています。

●大崎駅利用者のメインの動線となるデッキ
ネットワークは、通行機能だけでなく、デ
ッキと建物が連携することで賑わいの軸と
なる空間が形成されています。

② 交通広場を中心としたエントランス広場
の形成

●大崎駅南口から補助１６３号線を越えると
交通広場を中心として北側はＥ東地区の広
場状の空間、南側には公園が一体的に拡が
り、周辺市街地と融合した駅前広場機能が
形成されています。

●交通広場の上空デッキに面して西口地区へ
の来訪者の待合せ等の空間となる人工地盤
上の滞留空間が形成されています。

③ 公園、広場、鎮守の森等と連携した地表
部歩行者ネットワーク

●歩行者ネットワークの結節点や周辺地区か
らの入り口には公園や広場などが配置され、
誰でも移動し易く寛げる空間が形成されて
います。

●地域の歴史的資産である居木神社や観音寺
の参道や緑道と連携した歩行者ネットワー
クが形成されています。

Ⅲ　空間イメージ
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Ｆ東地区

明電舎

大崎駅

東口第１地区

東口第２地区

環６

東
西
連
絡
通
路

（
Ｈ
15
開
通
）

商業

商業

Ｅ東地区

住宅

住宅

業務

業務

交流・宿泊

Ｆ南地区

Ｆ北地区

Ｅ西地区

Ｅ南地区

補163

業務

ソニー

商業

商業

商業

商業

大崎駅西口中地区

明電舎研究所

交通広場

交通広場

嵩
上
部

交
通
広
場
嵩
上
部

大崎西口
公園

補
助
163号

線

業務

住宅

大崎駅西口南地区

Ｃ地区

Ａ地区

Ｄ地区

Ｂ地区

住宅

業務

住宅
商業

（構想段階）

都市施設（道路・公園）

地区計画の区域

道路（地区幹線）

歩道状空地

駐輪場（地下）

道路（区画道路）

歩行者通路・緑道

歩行者通路（デッキ上）

広場状空地

公園・緑地

VRシステムの活用による各種検討

歩行者デッキシェルターの案比較

（５）開発イメージ

●「空間機能のゾーニング」、「地区の骨格
となる環境軸」、「開発を支える道路網」、
「歩行者ネットワーク」を踏まえて地区の
開発イメージを共有しました。

●大崎駅西口地区まちづくり協議会では、本
デザインガイドラインに示す空間イメージ
の共有化を図るとともに、各地区における
開発計画の深度化や、都市基盤施設の設計
のためのツールとしてVRシステムを活用し
ています。

●各地区の開発事業者は、このシステムに随
時、開発計画を追加、更新し、最新の状態
を維持します。

●VRシステムの活用などによる検討の成果は、
必要に応じ、本デザインガイドラインのデ
ザインコードの作成や更新にも反映してい
ます。

0 10 50 100ｍ

Ⅲ　空間イメージ
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（１）景観形成のポイント

共有した空間イメージに基づき具体的な開発計画を検討する上で、地

区の景観形成に重要となる遠景等の視点や特定の場所に関する景観的な

テーマ、個別の景観形成要素を「景観形成のポイント」として西口地区

全体の共通認識として確認します。

各地区は、具体的な再開発計画の立案にあたり、ここで定めたポイン

トに係るものを含んだ景観計画書を協議会（ワーキング）に提示し、関

係者と充分に情報交換しながら具体的な開発計画を立案します。

① スカイラインと建物デザイン

●遠景から大崎副都心であることが認識できるような景観形成に努め

ます。（全地区）

●大崎駅や山手線方面からみた景観（C/D/E 東/F東）や大井町や新幹

線方面からみた景観（A/D/F南）を重視した建物の色調やファサー

ドデザインの考え方について隣接地区や周辺地区との関係を含めて

検討します。

② 賑わいを形成する駅前の顔づくり（C/E 東）

●交通広場や上空デッキに面した賑わい施設の配置やシンボリックな

空間整備などを検討します。

●デッキや歩道、歩道状空地の材質やデザインについて道路や交通広

場の歩道を含めて提案します。

③ 百反通り沿いの景観形成（A/C/D）

●百反坂は、百段坂（びゃくだんさか）を語源とし品川用水が流れる

緑の軸を形成していたという土地の記憶を尊重した百反通り沿いの

景観形成を図ります。

●具体的には、百反通り沿道の低層部のデザインや街路樹を含めた街

路空間のデザインなどを提案します。

④ センタープラザの形成（A/C/E 東/E 南）

●西口地区の中心部にシンボルとなる広場空間を各地区が協調して整

備します。このセンタープラザは、お祭りの時などには道路を含め

た広場空間として機能し、地域の賑わいづくりに活用します。

●関係地区が表層材や樹木などを協調してデザインすることにより自

動車動線により分断されているにもかかわらず空間としての統一感

を生み出すよう努めます。

⑤ ゆとりと潤いを生み出す「大崎の森」の形成

●地区の周辺にある寺社、小学校、図書館など地域の緑の資産と連携

し、大崎駅西口地区の豊かな緑の核となる「大崎の森」を生み出し

ます。（Ｃ/E 東）

●C・E東地区以外の地区においても「大崎の森」と連携した緑の空間

形成を図り、地区外から自然に「大崎の森」へ誘うような空間を形

成します。（全地区）

⑥ 隣接地区等と調和した空地等の整備（全地区）

●歩道、歩道状空地、公園、広場状空地などの具体的なデザインは、

隣接する地区と連携した良好な外部空間を形成することを基本とし

て提案します。

●周辺市街地との調和に配慮した広場状空地の配置、建物基壇部のデ

ザイン、建物高さの制限などを提案します。

⑦ 統一的なサイン計画の立案と整備（全地区）

●統一された考え方で主要な施設等に関する案内・誘導を行うサイン

計画を立案し整備します。

⑧ 夜景に配慮した照明（全地区）

●各地区が協調して高層建築物や街路沿いあるいは外構等の照明計画

を提案し、個性的で魅力ある夜景の創出に努めます。

⑨ 安全・安心まちづくりに十分配慮した開発（全地区）

●防犯面への配慮を中心として、各地区の外構計画において来街者の

安全な通行を確保し、樹木や工作物などによる不要な死角を作らな

いなど安全・安心まちづくりに積極的に取り組みます。

※開発スケジュールが未定である等により具体的な開発計画を提示できない地

区は、具体的に開発計画を検討する地区が西口地区全体の景観形成を検討す

る上で必要となる情報を可能な限り提示し、既定の地区計画等において検討

したモデルプランとしての建物配置や規模を地区全体として共有しながらこ

のデザインガイドラインを検討してきました。

※更に、ヒートアイランド対策などの環境への配慮やユニバーサルデザインに

ついては、別途、大崎駅周辺地域まちづくり連絡会（現大崎駅周辺まち運営

協議会）で策定したガイドライン等を遵守した施設整備を行います。

Ⅳ 景観形成のポイントと景観コード
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西側住宅市街地より西口方面を臨む

西口より東口方面を臨む

Ｃ地区屋上緑化（手前）
　と中地区壁面緑化

中地区百反通り
　沿いの低層部

Ｅ南地区低層部

西口地区南側のランドスケープ 東口地区より夢さん橋越しに見る西口地区

夢さん橋よりＥ東地区
(ThinkParkTower)を臨む

（２）建物のデザインイメージ

大崎駅西口地区は、東口地区と同様に駅前の

拠点市街地としての性格を持っていますが、そ

の周辺には、低層の密集市街地が拡がってお

り、東口地区等と連携し大崎駅周辺地域として

の良好な景観形成を図ると共に、周辺の密集市

街地に配慮した景観形成を図っていく必要があ

ります。

① 東口地区との連携

●大崎駅東口地区の超高層建築物は、地表から概ね１００ｍのスカイ

ラインを形成しています。これに対して西口の駅前ビジネスゾーン

の超高層建築物は１４０ｍ程度の高さとなる予定です。

●西口ビジネスゾーンの高さ１４０ｍ程度の建築物については、東口

で形成される１００ｍのスカイラインを意識したデザインを検討し

ます。

Ⅳ 景観形成のポイントと景観コード

② 周辺の住宅市街地への配慮

●ビジネスゾーンに建設される予定の超高層オフィスでは、周辺市街

地からみた規模による威圧感を極力、抑えるため、透明感のある素

材や色調とすること、シンプルな建物トップのデザインとすること

を検討します。

●アーバンライフゾーンの建築物は、アースカラー等を基調とするこ

とで周辺市街地と調和した色調とし、低層部については、屋上緑化

や壁面緑化などにより潤いのある空間形成を検討します。

③ 都心部方面からみた夜景

●ビジネスゾーンの建築物群は、複数の地区が協調して建物頂部にお

ける照明を行うことなどにより、夜間に大崎駅西口地区であること

が遠くから認識できるよう配慮します。
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百反通り沿いの
街並み形成
（中地区）

駅前の顔となる街並み形成

交通広場内のバスターミ
ナル整備により高速路線
バスも運行

百反通り沿いの立体壁面イメージ

50 100 150 200m50 100 150 200m

Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

百反通り

大崎駅

（３）街並み形成イメージ

① 駅前の顔となる街並み形成

●交通広場、西口公園、歩行者デッキと超高
層のオフィスタワーが一体となった駅前の
顔づくりを図ります。

●大崎駅東口の人工地盤上の空間イメージを
継承し、レベル差や空間の奥行きをいかし
た街並み形成を図ります。

●タワーの低層部や低層棟には、ビジネスサ
ポートや生活サポート施設を導入し、にぎ
わいのある街並み形成を図ります。

② 百反坂の街並み形成

●古くから建物の軒を連ねて通りの風景を形
作ってきた百反通りでは、周辺との調和、
連続性のあるヒューマンスケールな街並み
形成を図ります。 

●百反通り沿いには、３～４Ｆ程度の低層部
を配置し、高層部はこの低層部から更にセ
ットバックすることなどにより街並みを形
成することに努めます。あわせて西口地区
内へと誘う空間形成にも配慮します。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード

0 50 100 150 200m
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区 まちの緑の街路樹（クスノキ）

やまの緑の街路樹（シラカシ）

アクセントのコニファー類

オオシマザクラ（区画道路１号）

まちの緑

核となる
大崎の森

やまの緑
センタープラザ

公園１号

緑地

センターグリーン

百反坂
核となる
大崎の森

（４）緑の環境軸形成イメージ

① まちの緑（樹種コード１）

●補助１６３号線の既存の街路樹（クスノ
キ）を基本とし、アクセントとしてコニフ
ァー類を列植することなどで豊かな街路空
間を形成します。

② やまの緑（樹種コード２）

●周辺の鎮守の森、小学校、図書館等に存在
する樹木や百反坂の街路樹と調和し風環境
対策にも有効なシラカシを街路樹として選
定しました。

●Ｅ西地区では、やまの緑の一画を形成する
公園１号および緑地と連続する緑を整備し、
鎮守の森に向かう緑の軸線を形成します。

③ センターグリーン（樹種コード３）

●「センターグリーン」では、斜面緑化や、
屋上緑化などに適した樹種を選定し多様な
手法・樹種による緑化を推進します。

●区画道路１号には比較的樹形が安定してい
るオオシマザクラを街路樹として選定し季
節感のある街路空間を形成します。

④ 核となる大崎の森

●核となる「大崎の森」は、まちの緑、やま
の緑、センターグリーンが面的に融合した
緑化空間として水の利用や斜面の活用など
に配慮した緑化を行います。

●ビジネスゾーンの超高層オフィスは、駅前
の人工地盤レベルから後背市街地側の地表
レベルまで連続する豊かな緑「大崎の森」
の中に佇んでいます。

区
画
道
路
１
号

0 50 100 150 200m

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

街路コード２

街路コード２

広場コード２

広場コード１

街路コード１

街路コード２

（５）街路・広場空間形成イメージ

複数の地区が協調し、統一されたデザイン
で整備すべき施設については、デザインコー
ドを定めました。

●交通広場（地表部）は、隣接する開発地区
の外構と調和した空間として整備します。
（広場コード１）

●センタープラザは、イベント時に一体的に
利用することを想定し、隣接する各地区が
統一感のある空間として整備します。
（広場コード２）

●補助163号線の街路樹や街路灯などは路線
としての連続性を重視します。開発地区側
の歩道は、隣接する開発地区の外構や交通
広場と一体的な空間として整備します。
（街路コード１）

●地区幹線（１号～４号）は、西口地区の周
辺に広がる住宅地との調和に配慮し、落ち
着いてシンプルな街路空間を歩道状空地と
一体的に形成します。（街路コード２）

●地区幹線のC.C.BOX整備による電線類地中
化をはじめ地区内道路の無電柱化を進めま
す。

●地区幹線４号の周辺市街地側に位置するＥ
西地区では、公園１号、緑地と連続し、周
辺市街地とも調和する街路沿いの景観形成
を図ります。（周辺市街地との調和）

●街路や交通広場（歩道状空地を含む）、歩
行者通路、広場状空地などで視覚障害者を
誘導、案内する必要性が高い区間には、視
覚障害者誘導用ブロックを適切に敷設しま
す。（街路コード３）

●その他の広場状空地や公園（図中の■）の
整備にあたっては、その事業者が各々の公
園等の位置、形状、規模、将来の施設管理
者や周辺住民等の意向などを踏まえた役割
と機能を検討し、そのデザインを提案しま
す。（デッキ上の空地については、デッキ
コード参照）

0 50 100 150 200m

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード

0 50 100 150 200m
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車歩道灯

補助163号線歩道状空地

4.0 3.5 2.59.0

歩道状空地と一体となった
歩道の再整備

※低木植栽や街路灯の形状・色彩などは、路線としての連続性を重視し既存のものに合わせています。

オフィスエントランス等と調和したグレー系の
大型ブロック舗装

歩道・歩道状空地（Ｅ東地区）の舗装材

鉄道側の街路樹（クスノキ） Ｄ地区沿いの補助１６３号線横断防止機能を有する低木植栽

官民境界を一体的に舗装

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 補助１６３号線：街路コード１
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支柱Φ102 ビームΦ34

900
800

横断防止柵

歩道状空地（E地区側）地区幹線１号

地区幹線２号
歩道状空地 歩道状空地 

2.5 4.0

歩道状空地（F地区側）

4.0 1.58.0

2.5 2.5 4.04.0 7.0

地区幹線４号 歩道状空地 

3.0 4.02.07.0

地区幹線３号 歩道状空地

3.0 4.01.08.0
車歩道灯 歩道灯

7,550

5,030

491 150 6551000

491 150

●横断防止柵および街路灯の色彩は、国土交通省「景観

に配慮した防護柵の整備ガイドライン」にて基本とす

る色彩の色見本に示されているダークブラウン（こげ

茶色）（マンセル値 10YR 2.0/1.0程度）とします。

●街路灯の光源は、省エネルギー効果のあるものを使用

し、既設の街路灯に比べ温かみある色温度3500Ｋの

ものを使用します。

●安全・安心まちづくりに配慮し、街路樹等は地面から

概ね2.5ｍまでの下枝を伐採することで安全な通行を確

保し、死角が生まれないよう配慮します。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 地区幹線：街路コード２

標準横断構成と路上施設
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車
道
側

ブリックパターン

フィッシュボーンパターン

保水性ブロック

歩道（標準部）の舗装材

官民境界を一体的に舗装

太平洋プレコン工業社 
ＩＬＴＩＴ０１相当色 

材　質 

カラー比 

輝度比 

１ 

2.63 

注）輝度比は、黄色の視覚障害者誘導ブロックに対する数値 

１ 

2.23 

１ 

1.71 

太平洋プレコン工業社 
ＩＬＴＨ０２相当色 

太平洋プレコン工業社 
ＩＬＴＩＴ０４相当色 

●ストレートシステムのブロック（100mm×200㎜）をブリック（馬目

地）パターンで敷設します。

●ブロックは原則として保水性のものを用います。ただし、雨水の流出抑

制に必要な場合や氷結や苔の繁殖の恐れがある箇所については、透水性

のものを用います。

●官民境界は、原則として不陸対策の観点から見切りを付けず一体的にブ

ロックを敷設します。

●標準的な舗装の色パターンは、右記の３色を同比率で混合して敷設しま

す。視覚障害者誘導ブロックの両側には、輝度比の高い色のブロックを

配置して十分な輝度比を確保します。

●車両の乗り入れる歩道切り下げ部については、以下の点に配慮します。

▶下地を空練りモルタルなどとして全てのブロックにずれ止めを施し、

非透水性ブロックを敷設します。不陸対策として有効な場合は、フッ

シュボーン（網代）パターンで敷設します。

▶歩道の切り下げ部は、歩行者が優先であり、視覚障害者誘導ブロック

は連続して敷設します。不連続な個所については、大規模改修時など

に改善します。

歩道および歩道状空地の標準的舗装

官民境界 
↓ 道路の歩道 歩道状空地 

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 地区幹線：街路コード２
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×30cm角以上のブロックと周囲の輝度
比が確保されず弱視者に分かり難い
（鋲とブロックの輝度比は確保）

○30cm角のブロックと周囲の輝度比が
十分に確保され弱視者に分かり易い

歩道切下げ部においても連続した誘導
ブロックを設置

屈曲部や分岐部における敷設方法
（30cm角の場合）

公共施設と民間施設が同じ仕様の
誘導ブロックを用い連続性を確保

工事中には、貼付け式の点状（警告）
ブロックを暫定的に敷設

点状ブロック

線状ブロック

●視覚障害者の安全な通行に特に配慮する必要がある歩行
者ルート上の地点や区間には、西口地区全体で協調して
視覚障碍者誘導用ブロック（以下、誘導ブロックと略）
を敷設します。

●誘導ブロックの敷設は、関係法令等を遵守すると共に以
下の基準を満たすように敷設します。

①視覚障害者の過半を占めると言われている弱視者にと
っては、色彩の違い（輝度比）が移動の手がかりとな
ることから、一定の幅（30cm以上）をもったブロッ
ク全体として周囲の舗装面との輝度比を確保します。

②点や線の突起のみを路面や床面に取り付ける方式の誘
導突起鋲（金属製等）は、面状なものと比較し視認性
が劣り、滑りや躓きの原因ともなりやすく、経年劣化
によって容易に脱落する等の欠点も多いため、使用を
避けます。特に屋外では、降雪時等に事故が発生する
危険性があるため、使用を禁止します。

③誘導ブロックの屈曲部や分岐部における敷設方法など
詳細については、「道路の移動円滑化整備ガイドライ
ン」に準拠して敷設します。（横浜市福祉のまちづく
り条例の施設整備マニュアルや大阪市建設局の基準な
ども参考になります。）

④地区施設等の公共性の高い歩行者空間に敷設する誘導
ブロックの色は、原則として黄色とします。ただし、
黄色いブロックを敷設すると十分な輝度比が確保でき
ない場合など、やむを得ず他の色を使用する場合、舗
装面とブロックとの輝度比を２以上確保できる適切な
色を選択します。

⑤貼付式の誘導ブロック状のシートは、経年劣化により
剥がれることが多いため使用しません。ただし、工事
中に誘導ブロック上に仮囲い等を設置せざるを得ない
場合などは、この限りではありません。

●上記基準に不適合な誘導ブロックが既に敷設されている
箇所については、今後、大規模な補修などが行われる際
に改善します。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 視覚障害者誘導用ブロック：街路コード３
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交通広場内の照明

7,800

336

交通広場

支柱Φ102
ビームΦ34

900
800

横断防止柵とボラード

横断防止柵と
同一デザイン
のボラード 

隣接する大型ブロックや石貼り舗装の歩道
と調和する特殊ブロック舗装 

交通広場内の照明 

自然石 

●横断防止柵および街路灯の色彩は、国土交通省「景観に

配慮した防護柵の整備ガイドライン」にて基本とする色

彩の色見本に示されているダークブラウン（こげ茶色、

マンセル値 10YR 2.0/1.0程度）とします。

●街路灯の光源は、省エネルギー効果に配慮した機材を使

用し、既設の街路灯に比べ温かみのある色温度のもの

（3500Ｋ程度）を使用します。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 交通広場：広場コード１
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●統一感のある広場空間を形成するため、全体として楕

円を形成します。

●楕円の範囲内については、お祭り等に活用することか

ら、暖かみや素材感のある自然石（斑岩）の乱貼りを

採用し、各地区で統一された空間を創出します。

アルゼンチン斑岩のミックスレッドによる舗装

（厚さ50mm）

（赤70%、グレー20%、バイオレット10%）

●お祭りの時などには、横断防止柵を取り外し、車道部

を含めて一体的な広場空間として活用できるようにし

ます。

●一体的な利用を行う範囲については可動式の横断防止

柵とし、歩車道境界の縁石についても一体的な利用に

配慮して段差の少ない形状とします。

可動式横断防止柵

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード センタープラザ：広場コード２
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

デッキコード２

デッキコード１

（６）歩行者ネットワーク形成イメージ

① フロントデッキ

●東西連絡デッキの延伸部では鉄道上空デッ
キの雰囲気を継承しつつ、西口地区のビジ
ネスゾーンの計画建物と調和した空間を形
成します。（デッキコード１）

●交通広場上空のデッキは、西口地区のビジ
ネスゾーンの計画建物と調和した空間を形
成します．（デッキコード２）

② センターデッキ

●センタープラザ周辺などのビジネスゾーン
とアーバンライフゾーンを連絡するデッキ
は、センタープラザやセンターグリーンと
調和した空間を形成します。

●地区幹線横断部は、フロントデッキと同様
のデザインとします。

③ 大崎の森ペデ

●センタープラザと大崎の森や大崎図書館方
面を連絡する歩行者通路では、アーバンラ
イフゾーンの中で大崎の森と調和した空間
を形成します。

④ まちの緑ペデ

●周辺市街地と西口公園および交通広場を連
絡する区画道路２号（自転車歩行者道）で
は、周辺市街地からまちの緑への導入路と
して西口公園やＣ地区、Ｄ地区の外構デザ
インと調和した空間を形成します。

⑤ やまの緑ペデ・デッキ

●周辺市街地からセンターデッキに連絡する
歩行者通路やデッキは、大崎の森やセンタ
ープラザへと繋がる緑の軸線に相応しい空
間を形成します。
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

雨に濡れないデッキネットワークの形成

関連する地区の協力・協調によりデッキ
ネットワーク等の一部にシェルターを設置
し、雨に濡れないバリアーフリールートと
して整備します。

シェルター設置の目的

●デッキネットワークや計画建物の貫通通路
を活用して大崎駅との間を雨に濡れずに移
動できる動線を確保します。

●この動線を地区外周部まで延伸することで
周辺住民が雨に濡れずに西口地区を通過し
大崎駅まで移動できる動線を確保します。

シェルター設置の効果

●西口地区のデッキネットワークは大崎駅と
西口に広がる市街地を連絡する主要な歩行
者動線であり、シェルターの設置により雨
天時にも十分な処理能力を発揮することが
できるようになります。

●西口地区のデッキネットワークは駅と西口
市街地をフラットに連絡するバリアーフリ
ー化された動線であり、シェルターの設置
により天候に左右されずに高齢者や身障者
が快適に移動できるルートが確保されます。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード

0 50 100 150 200m
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西口の新たなビジネスゾーンを形成するシンク
パークタワー等と調和した透明感があり軽快な
デッキシェルターのデザイン

●シェルター下面にガラスを配置した透明感の
あるデッキシェルター

●円形梁を使用することで梁カバーを無くした
軽快なデザイン

鉄道上空のデッキと調和し、駅東西の一体感を

醸し出す外観

●アルミスパンドレルのシェルター梁カバーの

連続による駅東西の一体感の創出

●デッキシャルターへの間接照明の連続による

一体感の創出

安全で快適な照明計画

●デッキ歩行面は、ＪＩＳの推奨照度値を基に

概ね１０～７５ルクスの照度を確保

●デッキコード１では高欄笠木に照明を設置し、

デッキコード２では上下配光ブラケットを設

置してセラミックプリントのガラスシェルタ

ーの反射光による間接照明を確保することで

照明の均斉度を確保

安全性と快適性に配慮したガラスの使用

●爆裂による落下の危険性があるシェルターの

ガラスには倍強度合わせガラスを使用

●一定の日陰効果が期待でき、防汚効果も期待

される白色セラミックプリントガラスを使用

（開口率５０％のストライプタイプ）

鉄道上空のアルミスパンドレルの梁カバー

を継承しつつ、シンクパークタワーのガラ

ス素材にマッチしたデッキシェルター

デッキコード１ デッキコード２

違和感の無い２種類のデッキの接続部

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード フロントデッキ：デッキコード１・２
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西立面北立面Ｆ南地区立面展開
イメージ図

Ｆ南地区配置平面
イメージ図

南立面

Ｅ東地区歩行者
デッキに接続

横方向を縦方向の半分に縮小しています。

スロープでデッキレベルに接続スロープでデッキレベルに接続
広場状空地のスロープで神社の
参道と地区幹線１号の歩道を連絡

居木神社の参道（階段）

Ｆ南地区

TP±0
補助163号線

百反通り（地区幹線３号）

地区幹線４号

中地区最高高さTP+142.4m【143m】

地区南側（百反通り沿い）姿図

Ｅ南地区最高高さTP+72.5m【90m】

Ｅ南地区設計GL TP+7.5m

南地区最高高さTP+115.4m【120m】

南地区低層部
高さTP+18.0m【20m】

中地区百反通り沿い
低層部高さ TP+28.3m【40m】

Ｅ東地区最高高さ
TP+146.0m【146m】 Ｃ地区最高高さTP+141.0m【144m】

Ｅ西地区 地区幹線４号沿い立面イメージ図

公園１号（ひふみ公園）
の高低差のある緑

擁壁上に形成された緑地

周辺建物と調和した高さ制限

擁壁上の緑地と連続する屋上緑化

高低差をスロープ等により連絡するＦ南地区の歩行者ネットワーク

立体的な緑が連携し周辺建物とも調和したＥ西地区の景観イメージ

西口各地区の建物高さ　【　】は都市計画で定められた制限

居木神社の参道 観音寺の境内

整備済公園（公園1号）

整備済緑地

Ⅳ 景観形成のポイントと景観コード

（７）周辺市街地との調和

●地区幹線４号の周辺市街地側に位置するＥ
西地区では、高低差のある公園１号や擁壁
上の緑地と連続した立体的な緑の空間を整
備し、街路沿いに緑や壁面が連続した景観
を形成します。

●また、周辺住宅市街地に近接するため建築
物の高さを制限し、周辺への圧迫感を抑え
るなどの配慮が必要です。

●丘の上に位置する居木神社や芳水小学校に
隣接するＦ南地区では、隣接する地区とも
協調し、地形の高低差をスロープ等により
円滑に連携する歩行者ネットワークの形成
を図ります。

●また、緑豊かな居木神社や静謐な雰囲気の
観音寺境内と調和した歩行者空間や広場、
緑地などを整備します。
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ターミナル駅前サイン（夢さん橋ガラス高欄）

① 歩行者誘導サイン

② 車両誘導サイン

③ その他のサイン

路上喫煙禁止サイン

歩道内に設置したブロックで表示 西口地区統一シールを製作

し歩行者デッキなどに設置

Ｅ東地区地区幹線道路曲がり角

自転車放置禁止サイン 公開空地表示板

南地区内地区幹線歩道

Ｅ西地区駐車場入口中地区車寄せ

駅前サイン
（交通広場内掲示板）

民間サイン公共サイン

Ｅ東地区デッキ上
Ｃ地区壁面

中地区

（８）統一感があり判り易いサイン計画

　景観や安全・安心まちづくり、ユニバーサル
デザインに十分配慮し、統一感があり判り易い
サインを設置します。また、順次開発されてい
く西口地区の特性に対応して各地区の協力・協
調によりサインの内容などを更新していきます。

① 歩行者誘導サイン

　大崎駅付近の歩行者に対する案内・誘導を
目的としたサインは、駅南改札の開設を契機
に、「品川区街のサイン基本マニュアル」
（平成6年）に即して、その本格的な整備が
始まりました。西口地区においても同マニュ
ア ル を ベ ー ス に デ ザ イ ン ガ イ ド ラ イ ン
(Ver.1)にサインに関する基準等を定め、開
発事業にあわせて設置、更新してきました。
　さらに平成22年の同マニュアルの改定、
平成27年の国内外旅行者のためのわかりや
すい案内標準化指針（都指針）の改定等を受
け、大崎駅周辺まち運営協議会でのサイン計
画の検討なども経て、本デザインガイドライ
ン(Ver.2)を見直しています。なお、平成27
年度の西口バスターミナル開業にあわせて設
置あるいは更新したサインは、この新たなル
ールに基づいています。

② 車両誘導サイン
　周辺道路から各地区内の駐車場等への車
両を円滑に誘導・入出庫するためのサイン
を設置しています。

③ その他のサイン

　案内誘導を目的としたサインのほか、安
全安心まちづくりに向け、路上喫煙禁止や
駐輪・自転車乗入れ禁止等のサインや公開
空地表示板なども設置しています。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード サイン計画の基本的考え方
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Ｅ東地区
明電舎

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区
大崎駅西口中地区

Ｂ地区
明電舎研究所

Ｄ地区
大崎駅西口南地区

Ｃ地区
ソニー

大崎三丁目地区

観音寺

Ｆ南地区

Ｆ北地区
Ｆ東地区

南部労政会館

大崎駅西口バスターミナル

大崎駅

大崎第二地域センター

大崎図書館

Ｏ美術館

  アクセシブルルート
（まち運営協議会サイン計画より）

デッキ動線

地上動線（優先ルート）

地上動線

エレベーター 主要施設

公共サイン種　別

デッキ上デッキ上

地上設置 地上設置

地上設置

バスターミナル
整備時追加設置

民間サイン

公開空地表示板

凡例
歩行者誘導

車 両 誘 導

そ の 他

① サインの設置状況

●Ｅ東地区(ThinkPark)の竣工にあわせ、大崎
駅から当該地区や周辺施設への歩行者誘導と
地区内公共駐車場への車両誘導のためのサイ
ンを西口地区全体で統一したルールのもとに
整備することを確認しました。

●Ｅ東地区内の民間サインの整備とともに大崎
駅南改札前のターミナル駅前サイン（公共サ
イン）の更新や西口交通広場内の駅前サイン
（公共サイン）の整備も行われています。

●以降、段階的に進む各地区の整備にあわせ、
地区内のサイン整備はもとより、既設の他地
区民間サインや公共サインについても当該地
区の開発事業者による更新が重ねられていま
す。

② 大崎駅周辺地域で共有したサイン計画

●大崎駅周辺まち運営協議会では、平成27年度
に都市再生ビジョンに基づくユニバーサルデ
ザインガイドラインの中にサイン計画を位置
づけ、関係者で共有しました。

●地域全体で誘導すべき施設を定め、大崎駅
（バスターミナルを含む）を行動起点とした
これら施設への案内・誘導サインを整備する
こととしました。

●更に車椅子で移動できるルートを定めて各地
区の主要な出入り口に掲示することとしてい
ます。

誘導すべき施設

◆来訪者が多くランドマークとなる開発地区（街区）
◆不特定多数が集まる施設（図書館など）
◆駅やバスターミナル
◆観光資源となり得る施設（美術館など）

●大崎駅西口地区では、大崎駅西口バスターミ
ナルの整備にあわせサインの更新・充実を図
っています。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード

0 50 100 150 200m
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・地区の特性や周辺環境に十分配慮するとともにわかりやすい位置、大きさとすること
・歩行者デッキ高欄に設置する場合は、視界を妨げないよう配慮し、壁面に設置する場合は、

幅員との関係などから適切な大きさとすること
・自立式の場合は、設置場所や内容に応じてターミナル駅前サイン、駅前サインまたは車両誘

導サイン（同等）から掲示板の大きさを選定するとともに、歩行者に対する圧迫感や防犯に
ついて十分に配慮すること

・表記する内容は、サインの種別に応じ、次のとおりとすること
【誘導サイン】
・歩行者を誘導する上で必要となる最小限の内容であり、歩きながら認識できる内容とする
・原則として誘導すべき施設の名称、ピクト（方向・施設）、距離を表記する
・誘導すべき施設は、まち運営協議会サイン計画で定めた施設とする
【案内サイン】
・情報量が多いため立ち止まって読む必要があるので、滞留者が通行空間機能を阻害しない場

所に配置する
・周辺案内図、広域地図および凡例
・ターミナル駅前サインでは、必要に応じバス行き先案内

・歩行者の通行機能を妨げない場所に設置
すること

・地区計画等で定めた歩行者通路幅員が確
保されていること

・原則として高欄や通路の壁面、シェルタ
ーや照明柱脚のライン上に設置すること

各々の空地の中に設けられた空間の機能
（通行、滞留、修景等）を妨げない場所
に設置すること

デザイン憲章の基本精神に合致した場所
に設置すること

デザイン憲章の基本精神に合致した場所
に設置すること

デザイン憲章の基本精神に合致した内容・形態のものであること

・歩行者、自転車の通行機能を妨げない場
所に設置すること

・補助１６３号線・地区幹線の歩道および
歩道状空地に設置する場合は、歩行者通
行空間として有効幅員２ｍ以上、自転車
通行空間として有効幅員２ｍ以上が確保
されていること

・道路内に設置する場合は、当該道路管理
者と協議のうえ必要な手続きをとること

歩道
公共通路

種別 設置可能な場所・空間 設置可能なサインの内容・大きさ等

上記以外の建築物
の外部空間

上記以外の建築物
の内部空間

歩道
歩道状空地
広場状空地
有効空地

歩道状空地

広場状空地
有効空地等

歩行者通路

・歩行者、自転車の通行機能を妨げない場
所に設置すること

・歩道および歩道状空地については、それ
以外の場所に設置しても十分な機能を果
たせない場合に限るものとし、歩行者通
行空間として有効幅員２ｍ以上、自転車
通行空間として有効幅員２ｍ以上が確保
されていること

・道路内に設置する場合は、当該道路管理
者と協議のうえ必要な手続きをとること

・補助１６３号線からの曲がり角および主要な交差点で公共駐車場に車両を誘導するために設
置するもの（駐車場入口案内および公共駐車場の満空情報や出庫警告灯等）

・走行している車両から認識できる簡潔で判り易い内容とすること
・必要な情報を提供するのに必要最小限の規模とすること
・歩行者に対する圧迫感や防犯について十分に配慮すること
・歩道に設置される交通標識の視認性を妨げないこと
・自立式サインは幅０．６ｍ、高さ２．５ｍ以下とする。但し、止むを得ず０．６ｍを超える

必要がある場合は、足元に空隙を設ける等の防犯対策を施すことで０．８ｍまで広げること
ができる。

・張り出し式や吊り下げ式サインは歩道の建築限界２．５ｍより上に設置すること

上記のほか、次のとおり
・立ち止まって読む必要があるサインについては滞留者が通行空間機能を阻害しない場所に配

置すること
・各地区内の施設、店舗の総合案内等のサインは設置することができるが、個別店舗等の広

告、宣伝等のためのサインは設置してはならない。但し、広告に類するものや期間限定した
イベント情報などについては「しゃれ街条例の登録団体」のみが設置できる。

上記以外のサインを設置しようとする場合は、圧迫感や視界の妨げなどに配慮した配置である
ことや、歩行者誘導上必要であること等を個別案件ごとに協議会に説明し承認を得ること

歩
行
者
誘
導

車
両
誘
導

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード サインの設置ルール
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2500

1800

1350

900

大崎駅西口 大崎駅東口

車寄せ

交通広場

１ｍ0

1250mm

タクシー
のりば

前に人が並んでも見えるサイン

概ね人の視線で詳細情報が

読み易いサイン

600 800

⇒タクシー乗り場・駐車場への

　誘導など

⇒街区案内地図・複数施設の案内

外構部等の自立式サインは歩道の建築限界（2.5ｍ）以下に設置

△

●張り出し式・吊り下げ式のサインは歩道の建築限界（2.5ｍ以下）の上に設置します。

出典：標準案内用図記号ガイドブック

自立式サインは幅 0.6ｍ、

高さ 2.5ｍ以下とします。

止むを得ず幅 0.6ｍを越える必要がある場合は、足元に空隙を設

ける等の防犯対策を施すことで 0.8ｍまで広げることができます。

アクセシブルルートマップ

●西口各地区は、車椅子やベビーカーなどの利用者が地区内を円滑に移動す

ることができるよう、協調してアクセシブルルートマップを各地区の主要

な入口に掲示します。

●アクセシブルルートマップの表示範囲は、大崎駅から西口地区への入口に

掲示するものは西口地区全体を表示し、その他は各地区内を表示します。

●全体マップの改定が必要な開発等が行われた場合、当該事業者が全体マッ

プを更新します。全体マップが掲示された場所の所有者・管理者は、この

更新に協力します。

●歩行者を対象とした複数の施設案内を一つの案内板に表示する場合は、原則として

上から直進方向、左方向、右方向の順とし個別施設は近い順に表記します。

●車両誘導サインは判り易いように内容を厳選し、近い順に上から表記します。

全体（夢さん橋ＥＶ付近） 各地区（Ｅ東地区） 各地区（Ｃ地区）

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 歩道および歩道状空地に設置可能なサイン
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誘導サイン(1000×1000mm)

＜設置場所：夢さん橋ガラス高欄(左)＞ ＜設置場所：夢さん橋ガラス高欄＞ ＜設置場所：交通広場内サイン掲示板＞

誘導サイン(400×800mm　左右2列)

＜設置場所：バスターミナル内サイン掲示板＞

誘導・案内サイン(900×900mm)案内サイン(1000×1000mm)

●ターミナル駅前サインのサイズ ●駅前サインのサイズ

10001000

1
0
0
0

800 900

9
0
0

6
0
0

案
内
サ
イ
ン

3
0
0

誘
導
サ
イ
ン

4
0
0

区マニュアルのターミナル駅前サイン（大型）は、
・施設誘導 H=400mm W=600mm（左右2段）
・周辺案内 H=800mm W=800mm
を基本としているが、大崎駅南改札正面の夢さん橋ガラス高欄では、下図
のとおりさらに大きなサイズとしている

区マニュアルの駅前サイン（中型サイン）は、
・施設誘導 H=270mm W=600mm（上下2段）
・周辺案内 H=600mm W=600mm
を基本としているが、西口地区では、改定前区マニュアルや設置済サイン掲示板のサ
イズ等から下図のとおりとしている

※誘導サインは、誘導する施設の方向（矢
印）、距離、当該施設名称（和・英２か
国語）と施設を表現するピクトの表示を
原則としているが、ピクトについては、
表示面の大きさ、誘導すべき施設を表わ
すピクトがないことが多いことから省略
している場合がある

※案内図の表示施設等は、区マニュア
ルに、表記色等は都指針に従い新た
に作成した（版権は区）
凡例は、都指針に従い４か国語（和
・英・中・韓）表記とした

※従来の地図（昭文社製）の表示
範囲を修正し、情報を更新した
（地図の版権は同社）

※誘導する施設は、区マニュアルを
基本に大崎駅まち運営協議会サイ
ン計画による

600

500

15
15

15
12

.5
60

4
0
0

60
10

10
30

15
12

.5
60

10
30

15
30

15 1560 10

品川区役所

品川区防災センター

中小企業センター

500m

500m

700m

Shinagawa City Office

Shinagawa Disaster Prewention Ctr.

Small to Medium Sized Enterprises’Ctr.

1000

1
0
0
0

15 1560

60
10

40 45

15
60

10
40

15
60

10
40

15
12

.5
12

.5
25

10

ゲートシティ大崎

東京都南部労政会館
100m

200m

300m

Gate City Osaki

Osaki New City・O Art Museum
大崎ニューシティ・Ｏ美術館
Nanbu Workers’Assembly Halls

         

区サインマニュアルによる
誘導サインのレイアウト

英語表記(文字高）を変更
30mm(日本語の1/2)

  →40mm(日本語の2/3　都指針では3/4)
この結果、1000×1000mmのサインで
は天地余白25mm

●誘導サインの文字サイズ

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード サインのサイズ・レイアウトルール

30



Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 安全・安心まちづくりに配慮したデザイン

（９）安全・安心まちづくりへの対応

西口地区全体で協調した安全・安心まちづく
り推進に向けて取組むべき共通のルールを定め
ます。

防犯面については、整備される施設に応じて
次のような指針に沿った配慮を行います。各地
区は、計画・設計段階から「大崎駅西口地区ま
ちづくり協議会」で確認・調整しながら整備を
進めていきます。

① 公共施設および公共施設に準じた空間

道路や公園等の公共施設および公共施設と
一体的に整備される歩道状空地や広場等につ
いては、東京都が定めた「道路、公園、自動
車駐車場及び自転車駐車場に関する防犯上の
指針」などに適合した施設整備を行います。

特に、各地区の境界に位置する歩行者通路
などについては、関係する地区で協調した整
備を行い防犯性能を向上させます。

② 共同住宅など

共同住宅などは、東京都が定めた「住宅に
おける犯罪の防止に関する指針」などに適合
した施設整備を行います。

　
このような施設計画上の配慮や防犯カメラの

設置等に積極的に取り組んでいる西口地区は、
東京都の「安全・安心まちづくり推進地区」の
指定（平成21年）を受けました。

地区全体で連携して安全・安心まちづくりに
取組んでいることを積極的にPRし、更なる犯
罪の抑止と付加価値の向上を図っていきます。

　
　防災面については、西口地区一帯が広域避難
場所に指定（平成25年）されたことを踏まえ、
大崎西口公園に備蓄倉庫やマンホールトイレ等
を設置するなど周辺市街地を含む地域の防災性
向上に努めています。

31

注：具体的手法は、「防犯まちづくりにおける公共施設等の整備・管理に係る留意事項」（H15.12防犯まちづくり関係省
庁協議会）に準ずる

基本的な手法 内容 防犯留意事項

□周囲からの見通しを確保し、死角となる
　場所を作らない。

１．暗がりを改善するために街路灯や庭園灯など屋外照明の
　　照度・配置に留意する。

□安全な動線を確保する工夫を図る。
２．通路上の見通しをよくし、死角になりやすい場所は作ら
　　ない。

３．人が身を隠しやすい場所ができないように、看板、植樹
　　の配置・樹種の選定に留意する。

４．防犯上必要な場所については防犯カメラ等を設け、監視
　　の強化を図る。

５．防犯カメラの管理・運用に際しては、プライバシー保護
　　等の観点から、大崎駅西口地区防犯カメラ管理・運用
　　ガイドラインに基づき、適切な管理・運用を図る。

□犯罪の誘発要因を除去し対象物を強化する。 １．地区内を通り抜けることのできる通路を明確にする。

２．地区内の目的地が明確にわかる案内板等を設ける。

３．監視員等により地区を見回る。

□部材や設備等を破壊されにくくする。 １．部材や設備等を破壊されにくいものとする。

２．犯罪企図者が建物に侵入しにくい設備機能にする。

１．関係者が一丸となって安全・安心まちづくりに取り組
　　んでいる地区であることをアピールする。

２．誰が何を管理しているかわかるようにする。

３．ゴミをすてやすいデッドスペースなどを作らない。

４．樹木等を適切に管理し、適宜、剪定等を行う。

５．路上駐車・放置自転車をなくす。

領域性の強化

監視性の確保

接近の制御

被害対象の
回避・強化

□地区の共同意識を高めて犯罪企図者に「立ち
　入れば部外者として目立ってしまう」と意識
　させて犯罪抑止を図る。

広域避難場所　大崎駅西口地区一帯

避難割当地区　大崎二・三丁目、四丁目の一部

付近の避難所　芳水小学校、三木小学校、大崎中学校
35
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内容

１）可能な限り、ガードレール、歩道さく、植栽等により歩道と車道とが分離されたものであること。

２）見通しを確保するための措置がとられていること。

３）街路灯等により、夜間において人の行動を視認できる程度以上の照度が確保されていること。

４）地下道等の犯罪発生の危険性の高い道路においては、緊急通報装置等が設置されていること。

５）通学、通園等の用に供されている道路の周辺においては、緊急通報装置、防犯ベル等が設置されていること。

１）植栽については、園路に死角をつくらないよう配置し、下枝のせん定等の見通しを確保するための措置がとられていること。

２）遊具については、周辺から見通すことができる配置になっていること。

３）公園内に緊急通報装置等が設置されていること。

４）園路における公園灯等により、夜間において人の行動を視認できる程度以上の照度が確保されていること。

５）公園内に便所を設置する場合は、次に定める項目に配慮すること。

ア　園路及び道路から近い場所等、周囲からの見通しが確保された場所に設置されていること。

イ　建物の入口付近及び内部においては、人の顔及び行動を明確に識別できる程度以上の照度が確保されていること。

１）駐車場の外周がさく等により周囲と区分されたものであること。

２）管理者等が常駐し、若しくは巡回し、管理者がモニターする防犯カメラその他の防犯設備が設置され、又は外周からの見通しが確保された構造

を有すること。

３）見通しが悪く、かつ、死角が多い箇所にミラー等が設置されていること。

４）駐車場の出入口には、自動ゲート管理システム等を設置し、又は管理人を配置し、車両の出入りが管理されていること。

５）地下又は屋内の駐車場については駐車の用に供する部分の床面において２ルクス以上、車路の路面において１０ルクス以上、屋外の駐車場につ

いては夜間において人の行動を視認できる程度以上の照度が確保されていること。

１）駐車場の外周がさく等により周囲と区分されたものであること。

２）管理者等が常駐し、若しくは巡回し、管理者がモニターする防犯カメラその他の防犯設備が設置され、又は外周からの見通しが確保された構造

を有すること。

３）見通しが悪く、かつ、死角が多い箇所にミラー等が設置されていること。

４）チェーン用バーラック､サイクルラック等の設置等自転車の盗難防止措置が講じられていること｡

５）駐車の用に供する部分の床面において､３ルクス以上の平均水平面照度が確保されていること｡

区分

道
路

公
園

駐
車
場

駐
輪
場

確認

注１） 「人の行動を視認できる程度以上の照度」とは、４メートル先の人の挙動、姿勢等が識別できる程度以上の照度（平均水平面照度（床面又は地面における平均照度をいう。以

下同じ。）がおおむね３ルクス以上）をいう。

注２） 「緊急通報装置」とは、緊急通報付防犯灯システム（スーパー防犯灯）及び子ども緊急通報装置等、緊急時において通報者が通報ボタンを押すことにより赤色灯、非常ベル及

び通報者撮影カメラが作動し、警察官と音声による通話ができる装置をいう。

注３） 「人の顔及び行動を明確に識別できる程度以上の照度」とは、１０メートル先の人の顔、行動が明確に識別でき、誰であるか明確にわかる程度以上の照度（平均水平面照度が

おおむね５０ルクス以上）をいう。

Ⅳ　景観形成のポイントと景観コード 参考　道路、公園、自動車駐車場及び自転車駐車場に関する防犯上の指針（東京都）への対応チェックリスト
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本デザインガイドラインは、大崎駅西口地区まちづくり協議会において

次のとおり運用します。

●各地区の開発事業者は、デザインガイドラインに定められた｢景観形成

のポイント｣に基づいて配慮した事項を景観計画書(注１)として取りまと

め、まちづくり協議会やワーキングなど（以下、協議会等）(注２)へ報告

します。

●協議会等への報告は、事業の進捗にあわせて、①基本設計の検討、②実

施設計の検討、③工事段階など各段階に応じて実施します。

●デザインガイドラインに定めた｢空間イメージ｣を実現するため、隣接す

る地区との一体的な空間形成が必要な場合は、事前に隣接地区の開発事

業者等と協議・調整を行います。

●協議会等での指摘や意見を踏まえた計画変更等を行ったときは、適宜、

協議会等で報告します。

●開発事業の進捗とともに、デザインガイドラインで定める事項や内容が

より具体的となったときは、必要に応じデザインガイドラインを更新・

充実していきます。

(注１)平成28年に西口地区を含む大崎駅周辺地区は、景観重点地区に指定、景観

形成基準が策定されました。一定規模以上の建築物の建設等については、本協

議会における手続きとは別に景観法および景観条例に基づく手続きが必要です。

(注２)平成26年の「大崎駅周辺まち運営協議会」の設立により本協議会の機能は

原則として運営協議会に移行しています。本デザインガイドラインの運用につ

いても暫時、運営協議会に移行します。

Ⅴ　デザインガイドラインの運用

■デザインガイドライン運用のフロー

関係機関
（品川区・東京都）

都市計画案
の作成

基本計画
の検討

基本設計
の検討

設計完了案件提出

（管理者協議）

提案

報告

意見

報告

意見

報告

意見

協議

決定告示

協議

申請

（管理者協議）

建築確認

工　事

竣　工

設計完了

実施設計
の検討

施設計画の
内容確認

景観計画書
の内容確認
（その１）

景観計画書
の内容確認
（その２）

景観計画書
の内容確認
（その３）

開発事業者 まちづくり協議会

構
想･

計
画

基
本
設
計

実
施
設
計
・
発
注
手
続

工　

事
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A 地区

中地区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｄ地区

南地区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

B 地区

明電舎

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｃ地区

ソニー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｅ東地区

明電舎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｅ西地区

明電舎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｆ南地区

大崎三丁目地区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｅ南地区

明電舎

○

○

○

○

○

○

○

○

①スカイラインと建物デザイン

②駅前の顔づくり

③百反通り沿いの景観形成

④センタープラザの形成

⑤大崎の森の形成

⑥隣接地区等と調和した空地等

　の整備

大崎駅や山手線方面からみた遠景

大井町や新幹線方面からみた遠景

核となる大崎の森計画の立案

核となる大崎の森と連携した緑地計画

補助163号線及び交通広場

公園１号

大崎西口公園

歩行者デッキ

地区幹線１号沿道

地区幹線２号沿道

地区幹線３号沿道

地区幹線４号沿道

区画道路１号

区画道路２号

周辺市街地と調和した空地・建物

ビジネスゾーン

アーバンライフゾーン

歩行者デッキ

補助１６３号線沿道

地区幹線沿道

⑦統一的なサイン計画

⑧夜景に配慮した照明計画

⑨安全・安心まちづくりへの対応

Ⅴ　デザインガイドラインの運用

●景観計画書のアイテムと対応地区
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景観形成のポイント

①スカイラインと建物デザイン 

②駅前の顔づくり 

 

③百反通り沿いの景観形成 

 

④センタープラザの形成 

 

⑤大崎の森の形成 

⑥隣接地区等と調和した空地等の整備

 

⑦統一的なサイン計画 

⑧夜景に配慮した照明計画

 

⑨安全安心まちづくりへの配慮 

工事着手段階の計画内容

・高層棟の外装材

 

・低層部の外装材 

・デッキや空地等の表層材 

・建物や工作物の外装材 

・ファニチャー等の配置 

・演出装置（ファニチャー、モニュメン

トなど）の配置 

・広場状空地や道路歩道の表層材

・建物の外装材

・具体的なサインのデザイン 

・設置場所と情報の内容 

・建物や外構のライトアップ計画

・道路毎の歩道状空地を含めた具体的な

照明器具と配置 

・夜景パース等の作成

・防犯カメラの設置 

・見通しを確保した植栽など 

基本設計段階の計画内容 

・建物の配置と高さの考え方 

・高層棟ファサードの材質や色調 

・交通広場に面した建物や人工地盤の配

置、地表部空間の考え方 

・交通広場沿いの建物用途やにぎわい施

設配置の考え方 

・沿道の建物や工作物の配置と高さ、材

質や色調の考え方 

・沿道の壁面線や立体壁面の考え方 

・広場状空地の配置および規模 

・建物と広場状空地の関係 

・有効空地の配置および規模 

・緑化空間の配置および規模 

・統一的な歩道状空地や壁面位置の制限

・広場状空地の配置および規模 

・周辺市街地に面する建物壁面の位置、

高さ、材質や色調の考え方 

 － 

－ 

・地区内を貫通する通路の明確化

実施設計段階の計画内容

・建物ファサードのデザイン

・建物頂部のデザイン 

・にぎわい施設等と昇降施設を含めた歩

行者動線計画の配置 

・デッキ、歩道、歩道状空地、広場状空

地のデザイン 

・建物低層部の利用用途

・建物低層部や工作物等のデザイン 

・道路および歩道状空地の街路樹、植栽

の配置、樹種 

・広場状空地の具体的な形状 

・広場状空地及び道路歩道等の表層材 

・デッキや道路歩道とプラザの関係 

・植栽計画（樹種と配置） 

・空地の表層材等を含めたデザイン 

・道路毎の街路樹等の配置と樹種 

・歩道及び歩道状空地の表層材 

・広場状空地のデザイン

・建物のデザイン

・サイン計画の基本的な考え方

・建物及び外構ライトアップの考え方 

・街路灯や外構照明の配置方針、照明方

式、色調の考え方 

・防犯に配慮した照明などの設備 

・死角を作らない施設計画

Ⅴ　デザインガイドラインの運用 参考　事業の進捗に合わせた景観計画書の内容のイメージ
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このデザインガイドラインは、私たちがまちづくり協議会、協議会ワ

ーキング、デザインガイドライン部会などで協議しながら取り纏めてき

たものです。

平成14年の大崎駅西口地区地区計画の都市計画決定にあたり策定した

「素案」をもとに、平成17年３月に開催された第６回大崎駅西口地区ま

ちづくり協議会において「大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン」と

して確認し、以降、下表のように改定を重ね、その充実を図ってまいり

ました。

私たちは、本ガイドラインにて確認した「デザイン憲章」の精神に則

り、魅力ある良好な西口地区の都市デザインを各構成員の協力・協調に

より実現してまいります。

大崎駅西口地区まちづくり協議会構成員一同

■デザインガイドライン改定経緯

主な改定事項

空間イメージと全体構成などの骨格を作
成
都市再生ビジョンとの関連や景観コード
を追加

歩道の標準パターン等を追加

雨に濡れないデッキネットワーク、デ
ッキコード、サイン計画を追加
目次追加、安全安心まちづくり関連の追
加
歩道切下げ部の舗装および誘導ブロッ
クの設置方法
対象区域拡大に伴い全体を再構成し大
幅に改定

策定（改定）年月

平成14(2002)年 8月

平成17(2005)年 3月

平成18(2006)年 3月

平成20(2008)年 3月

平成21(2009)年 5月

平成24(2012)年11月

平成29(2017)年 3月

版

Ver.0(素案)

Ver.1

Ver.1.1

Ver.1.2

Ver.1.3

Ver.1.4

Ver.2

■大崎駅西口地区まちづくり協議会名簿
地  区 所  属（当時の所属で最新の部署名にて表記） 氏 名(在任期間暦年表記)

会　長 品川区 都市整備部長　 星野悦郎(H11～12)
まちづくり事業部長　 中谷勝年(H13～17)

福田芳光(H17～19)
防災まちづくり事業部長　 岩田俊雄(H19～22)
都市環境事業部長　 片田友昭(H22～26)
都市環境部長　 藤田修一(H26～)

会長代理 まちづくり事業部次長　 岩野政彦(H13～17)
岩田俊雄(H17～19)
谷田部武利(H19～21)

都市開発課長　 南雲　昇(H11～15)
上野雄一(H15～18)
青木成昭(H18～22)
三宅雅崇(H22～24)
溝口雅之(H24～28)
稲田貴稔(H28～)

中 地 区 大崎二丁目８・９番地区再開発準備組合　理事長 田口昌司(H11～17)
大崎駅西口中地区市街地再開発組合　理事長　 田口昌司(H17～23)

鈴木雄二(H23～24)大崎ウエストシティタワーズ全体管理組合 理事長　
高石見機(H24～27)
小林　武(H27～28)
髙地　潤(H28～)

南 地 区 百反坂下地区開発協議会　会長 山口　亨(H11～13)
大崎駅西口南地区再開発準備組合　理事長　 山口　亨(H13～21)
大崎駅西口南地区市街地再開発組合　理事長　 山口　亨(H21～27)
大崎ウィズシティ管理組合　理事長　 山口　亨(H27～)

明電舎地区 ㈱明電舎 建設部長　 髙橋　寛(H11～17)
大崎開発プロジェクトリーダー　 石原金春(H17～20)
総務・法務部長　 川崎徹也(H20～23)

熊井康雄(H23～24)
加藤誠治(H24～26)
丸田　忍(H26～27)

人事・総務グループ　総務部長 古川和彦(H27～)
㈱世界貿易センタービルディング　企画部　 野口豪教(H16～20)

ThinkPark事業部　 杉山　朗(H20～22)
尾嶋一雄(H22～26)
是枝裕司(H26～)

ウェストレジデンス大崎管理組合 吉田理事(H20～21)
内海理事(H21～22)
石山理事(H22～23)
宮脇理事(H23～24)
木下理事(H24～25)
兵頭理事(H25～27)
齋藤理事(H27～28)
齋藤理事(H28～)

ソニー地区 ソニー㈱ コーポレート総務部　ファシリティ管理部長　 小山義朗(H11～16)
総務センター　ファシリティ部　統括部長　 小野本弘造(H16～22)

鎌田敏治(H22～23)

総務センター　東京総務部　統括部長　 田村卓士(H24～26)
中山　保(H23～24)

みずほ信託銀行㈱業務代行者　㈱ＮＢＦオフィスマネジメント　オフィスマネジメント１部長
山本康博(H26～28)
山内浩徳(H28～)

樋口忠宏(H26～26)

大崎三丁目地区 大崎三丁目地区市街地再開発準備組合　理事長　 小原眞吾(H28～)

事 務 局 品川区都市環境部都市開発課 H11～
一般社団法人大崎エリアマネージメント H21～

開発コーディネーター 都市再生機構 H15～23 

 

おわりに
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